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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストリーミングトークンのセット（２０３）をインスタンス化マネージャ（２１３）に
渡すストリーミングトークンのナビゲータ（２１２）に関する方法であって、該方法は、
コンピュータシステムに記憶されたコンピュータ実行可能命令が前記コンピュータシステ
ムによって実行されると実施され、前記ストリーミングトークンのセットは、一群のイン
スタンス化命令を表し、
　インスタンス化命令を表す特定のトークンを受信する（３０３）ナビゲータの動作と、
　前記特定のトークンを前記インスタンス化マネージャに最初に渡す（動作３０６）ナビ
ゲータの動作と、
　前記インスタンス化マネージャからの、前記特定のトークンにおいて前記ストリーミン
グトークンのセットをブックマークする要求を受信する（４０１）ナビゲータの動作であ
って、前記ブックマークは、前記ナビゲータが少なくとも前記特定のトークンから開始さ
れる前記ストリーミングトークンのセットをバッファリングすることを示す動作と、
　前記ストリーミングトークンのセットの１または複数の後続のトークンを受信する（３
０３）ナビゲータの動作と、
　前記特定のトークンおよび前記１または複数の後続のトークンをバッファリングする（
３０５）ナビゲータの動作と、
　前記１または複数の後続のトークンを前記インスタンス化マネージャに最初に渡す（３
０６）ナビゲータの動作と、
　前記ナビゲータが前記１または複数の後続のトークンを前記インスタンス化マネージャ
に渡した後、前記インスタンス化マネージャからの、前記特定のトークンから開始される
前記ストリーミングトークンのセットを再生する要求を受信する（５０１）ナビゲータの
動作と、
　前記インスタンス化マネージャからの再生の要求に応じて、前記特定のトークンおよび
前記１または複数の後続のトークンを、前記ストリーミングトークンのセットにおいてそ
れらを適切に順序付けて前記インスタンス化マネージャに対して再生する（５０２）ナビ
ゲータの動作と、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記特定のトークンは、前記ストリーミングトークンのセットの第１トークンであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特定のトークンは、前記ストリーミングトークンのセットの中間トークンであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記特定のトークンを前記インスタンス化マネージャに最初に渡すナビゲータの動作の
前に、
　先行するトークンを前記ストリーミングトークンのセット内で受信するナビゲータの動
作と、
　前記先行するトークンを前記インスタンス化マネージャに最初に渡すナビゲータの動作
と、
　前記インスタンス化マネージャからの、前記先行するトークンにおいて前記ストリーミ
ングトークンのセットをブックマークする要求を受信するナビゲータの動作であって、前
記ブックマークは、ナビゲータが少なくとも前記先行するトークンから開始されてバッフ
ァリングすることを示す動作と、
　前記先行するトークン、および、トークンの前記ストリーム内で前記先行するトークン
と前記特定のトークンとの間に介在する任意のトークンをバッファリングするナビゲータ
の動作と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記特定のトークンおよび前記１または複数の後続のトークンを再生するナビゲータの
動作の後に、
　前記インスタンス化マネージャからの、前記先行するトークンから開始される前記スト
リーミングトークンのセットを再生する要求を受信するナビゲータの動作と、
　前記インスタンス化マネージャからの、前記先行するトークンから開始される前記スト
リーミングトークンのセットを再生する前記要求に応じて、前記先行するトークン、前記
先行するトークンと前記特定のトークンとの間に介在する任意のトークン、前記特定のト
ークン、および前記１または複数の後続のトークンを前記インスタンス化マネージャに対
して再生するナビゲータの動作と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記先行するトークンから開始される前記ストリーミングトークンのセットを再生する
動作の後および／または同時に、
　前記先行するトークン、前記先行するトークンと前記特定のトークンとの間に介在する
任意のトークン、前記特定のトークン、および前記１または複数の後続のトークンが含ま
れたバッファを解放する動作
　をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記特定のトークンから開始される前記ストリーミングトークンのセットを再生する動
作の後および／または同時に、
　前記先行するトークン、前記先行するトークンと前記特定のトークンとの間に介在する
任意のトークン、前記特定のトークン、および前記１または複数の後続のトークンが含ま
れたバッファを解放する動作
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　トークンのストリーミング時にトークンのセットを受信するナビゲータ（２１２）から
、前記トークンのセット（２０３）を受信するインスタンス化マネージャ（２１３）に関
する方法であって、該方法は、コンピュータシステムに記憶されたコンピュータ実行可能
命令が前記コンピュータシステムによって実行されると実施され、前記トークンのセット
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は、一群のインスタンス化命令を表し、
　トークンのストリーミング時に前記トークンのセットを受信するように構成されたナビ
ゲータから前記トークンのセットの特定のトークンを受信する（６０１）インスタンス化
マネージャの動作であって、前記特定のトークンは、インスタンス化命令を表す動作と、
　前記インスタンス化マネージャが、前記特定のトークンによって表されたインスタンス
化命令に対してまだ動作することができないと判断する（６０２）インスタンス化マネー
ジャの動作と、
　前記ナビゲータに前記特定のトークンにおいて前記トークンのセットをブックマークす
るように命令する（６０３）インスタンス化マネージャの動作と、
　前記ナビゲータから前記トークンのセットの１または複数の後続のトークンを受信する
（６０１）インスタンス化マネージャの動作と、
　前記１または複数の後続のトークンの最後のトークンが、前記インスタンス化マネージ
ャに、前記特定のトークンによって表されたインスタンス化命令に対して動作することを
可能にすると判断する（６０２、６０３、６０５）動作と、
　前記特定のブックマークされたトークンから開始される前記トークンのセットを再生す
る（６０６）動作と、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記トークンのセット内の各トークンは、マークアップ言語文書の一部を備えることを
特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記特定のトークンは、特定のクラスのオブジェクトをインスタンス化する命令を表し
、前記インスタンス化マネージャが前記特定のトークンによって表された前記インスタン
ス化命令に対してまだ動作することができないと判断するインスタンス化マネージャの前
記動作は、
　前記特定のクラスのオブジェクトを割り当てることができる前に必要な１または複数の
情報項目があると判断する動作
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定のクラスは標準クラスであり、前記１または複数の情報項目は、少なくとも前
記標準クラスの固有のクラスが識別されることを可能にする型引数を備えることを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１または複数の情報項目は、少なくとも１または複数のコンストラクタ引数を備え
ることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ストリーミングトークンの各セットはインスタンス化のコンテキストを表すが、前
記ストリーミングトークンのすべてのセットがインスタンス化命令を表すわけではないこ
とを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記特定のブックマークされたトークンから開始される前記トークンのセットを再生す
る動作は、
　前記ナビゲータに前記特定のトークンから開始される前記トークンのセットを再生する
ように命令するインスタンス化マネージャの動作と、
　前記特定のトークンから開始される前記トークンのセットの再生を前記ナビゲータから
受信するインスタンス化マネージャの動作と、
　前記インスタンス化マネージャが前記特定のトークンから開始される前記トークンのセ
ットの再生を受信すると、前記ナビゲータから受信したインスタンス化命令に従うインス
タンス化マネージャの動作と
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記ナビゲータは、すべての前記トークンのセットよりも少ない数をバッファリングす
ることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　１または複数のコンピュータ可読記憶媒体（１０４）であって、コンピュータシステム
（１００）の１または複数のプロセッサ（１０２）によって実行されると、前記コンピュ
ータシステムにナビゲータ（２１２）およびインスタンス化マネージャ（２１３）をイン
スタンス化させるコンピュータ実行可能命令を記憶し、
　前記ナビゲータは、ストリーミングトークンのセット（１１２）を受信して、前記スト
リーミングトークンのセット（２０３）を前記インスタンス化マネージャに渡すように構
成され、さらに、前記ストリーミングトークンのセットを前記ストリーミングトークンの
セットの中にブックマークするように構成され、さらに、ブックマークから開始される前
記ストリーミングトークンのセットを再生するように構成され、
　前記インスタンス化マネージャは、前記ナビゲータから受信した各トークンに対して、
　前記受信したトークンによって表されたインスタンス化命令を現在実行できるか否かを
判断する（６０２）こと、
　前記インスタンス化命令を現在実行できる場合、前記インスタンス化命令を実行する（
６０３）こと、
　前記インスタンス化命令を現在実行できない場合、前記ナビゲータに前記トークンをブ
ックマークするように命令（６０８）し、前記ナビゲータに前記ブックマークされたトー
クンによって表された前記インスタンス化命令を実行することを可能にする後続のトーク
ンを受信する（６０２）と、前記ブックマークされたトークンによって表された前記イン
スタンス化命令を実行（６０３）して、前記ストリーミングトークンのセット内で前記後
続のトークンを再生する（６０６）こと、
　を行うように構成されることを特徴とするコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　前記１または複数のコンピュータ可読記憶媒体は、物理メモリであることを特徴とする
請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記ナビゲータは、前記インスタンス化マネージャからのブックマーク命令に応じて、
バッファを制御して、前記トークンのセットのすべてのトークンよりも少ない数でバッフ
ァリングできるようにさらに構成されることを特徴とする請求項１６に記載のコンピュー
タ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記インスタンス化マネージャは、一群のクラス定義にアクセスできることを特徴とす
る請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記クラス定義をさらに記憶し、
　前記ストリーミングトークンのセットは、前記ストリーム内で連続して受信され、
　前記インスタンス化マネージャが前記インスタンス化命令を現在実行できると判断され
たことに応じて前記インスタンス化命令を実行した後に、前記受信したトークンの前のト
ークンが実行されることを可能にすると判断し、前記受信したトークンの前の前記トーク
ンを再生することを特徴とする請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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